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図1:ロジェストウェンスキー司令長官の出撃報告書
（表紙） 。ロシア国立海軍公文書館所蔵。
翻訳： 海軍大臣宛
第二太平洋艦隊司令長官発
出撃報告
に記載されている艦隊の艦船とともに、
皿，世軍港から出撃することを報告
侍従武官
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図3:「日本海海戦無線電信誌」（部分） 第二艦隊「出雲」艦上で山本英輔が海戦中の艦隊の無線を克明に
記録し、のちに巻物と して表装、東郷平八郎が感慨を揮奄 した。財団法人三笠保存会所蔵。
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Slaby-Arco radio equipped 
on Russian warships. The radios 
designed by A. S. Popov were 
produced by Siemens'Kronshtat 
ロシア第二太平洋艦隊が装備した
無線設備
ポポフの基本設計にしたがってド
イツ・シーメンス社のロシア分工場
で、艦隊のクロンシュタ ッ ト出港直
前に製作された。
図 5:マカロフとポポフ（絵画）
図 4:「スラビ・アルコ （栄光の電波）」無線電信機
出典 ：PA皿08JIEKTPOHHAHBOPbBAB BOEHHO-MOPCKOM伽JIOTE
Moc1rna -2004 (『艦隊の電子通信』 モスクワ、 2004)
海軍水雷学校教官のポポフが、クロンシ
ュタ ッ ト軍港の司令長官マカロフに無線電
信の説明をしている。
このような場面が実在したかどうかは不
明。両者の没後に描かれたもので作者も不
詳である。 しかし 、二人の信頼関係が如実
に描写されている。
Popov and Admiral Makarov. Drawn 
after both deceased. 
The painter is unkown. 
出典： ‘‘MarineRadio Electronics," 3(6) 2003八ekA6ph
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図 6:「三六式」無線電信機
日本の連合艦隊が装備した
無線設備（惑応コイルを 中
心とした送信部分）
旧 「三四」式に徹底 した改
良が加えられ、 日露戦争の
直前、 明治36年に採用が決 '・
定さ れた。
The 36-type wireless 
radio. 
The radio the Japanese 
Imperial Navy Ships 
equipped with this type. 
The radio was fully 
improved from 34-type 
and adopted by the 
Navy in 1903. 
A photo taken at the Naval College in Tokyo in February 1900. At 
presence of the Naval Minister, Gonbei Yamamoto (Center, front row), 
an experimentation of wireless radio was pursued. Source: "FROM 
SEMAPHORE TO SATELITE," ITU, Geneva, 1965 
図 7:海軍大学校における無線電信実験の際の記念写真。
1900年2月、築地の海軍大学校に海軍大臣山本権兵衛 （前列中央）を迎えて
無線電信の通信実験が行なわれた。
写真出典： ‘‘FROMSEMAPHORE TO SATELITE," ITU, Geneva, 1965 
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図 8: A. S.ポポフ (1859 -1 906) 
ロシア海軍の無線電信生みの親
ペテルブルグ大学院在学当時から電磁波の研究に専念し、
1893年にクロンシュタットの海軍水雷学校の教官として赴
任してからは、艦船のための無線通信機の開発研究に没頭
した。
1899年には独自の炭素検波器を発明し、同年11月のバル
ト海・フィンランド湾内での戦艦「アプラクシン」の海難救
出や、翌年の漂流漁民の救助にポポフの無線機が活躍した。
当時のクロンシュタット軍港の司令官だったマカロフは
ポポフの技術を高く評価した。
やがてフランス人デュクレテの協力で完成した「ポポ
フ・デュクレテ式」無線電信機は旅順の太平洋艦隊の艦船
に装備され、開戦直後に艦隊司令長官として赴任したマカ
ロフ指揮の下に、日本の連合艦隊と無線諜報戦を展開した。
さらにポポフの甚本設計にしたが って製作された「スラ
ビ・アルコ式」無線電信機が、 1904年9月に第二太平洋艦隊
の艦船に装備されて、遥か日本海へ向かった。
Alexander S. Popov (1859 -1906), a very superb Russian scientist who 
developed metal filing coherer as the detector element for receiver. 
Ships belong to the Russian Baltic Fleet equipped with wireless radios 
manufactured by a Siemens'factory in Russia under Popov's guidance. 
図10:カムラン湾を出航するロシア第二太平洋艦隊 （絵画。ロシア海軍中央博物館所蔵）
この絵のカムラン湾とは、その北方に位置してロシア艦隊が泊地としたワン・フォン湾をも含めた総称である。
1905年5月14日、ロシア艦隊はウラジオストクに向けてここを出航した。
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日本海軍の無線電信育ての親
1895年、イタリアのマルコーニが無線電信を発明しだ情
報が伝えられると、日本でも逓信省の電気試験所と海軍が
共同でその開発を始めた。
1900年2月、海軍の外波内蔵吉を委員長として、海軍省内
に「無線電信調査会」が発足した。逓信省の松代松之助、
それに第二高等学校（仙台）教授の木村駿古が海軍技師と
して加わり、実用化研究が開始された。その結果、翌1901
（明治34)年に完成した「三四式」無線電信機が、海軍に正
式に採用された。
しかし木村らは「三四式」の性能に満足していなかった。
1901年12月から 1年間、外波と木村は無線電信の先端技術を
求めて欧米各国を視察した。他方、 1902年、英国王の戴冠
式に臨む派遣艦隊の海軍士官山本英輔は、訪英途上の地中
海で英国軍艦の無線設備を見学する機会を得た。
これらの最新情報を基に、木村の主導で1903（明治36)
年、高性能の「三六式」無線電信機が完成した。
図g:木村駿吉(1866-1938) 
Shunkichi Kimura (1866 -1938) 
A転 rthe navy's adoption of the 34-type wireless radio of which Kimura 
played an important role in 1901, much advanced 36-type wireless radio 
was developed in 1903 with Kimura's initiative. Information from Eisuke 
Yamamoto, who had a chance to see a radio on the Royal Navy warship in 
the Mediterranean Sea on his way to England as a young naval officer in 
the Imperial Navy fleet sending Prince Komatsu for the coronation of 
King Edward VJI was a hint to Kimura. 
The Russian Fleet departing Cam Ranh Bay. Courtesy of Russian Central Naval Museum. 
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図11:“「敵艦隊見ユ203地点」信濃丸”の発信位置と日本艦隊所在の図
海軍軍令部編『極秘明治三十七八年海戦史』第二部附圏を基に作図
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(5月28日）
戦艦「シソイ・ウェリーキー」発見
「敵艦隊見ユ456地点」…
1 32• 
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35・ 
32• 
明治 38年 5月27日
バルチック艦隊発見時 日本艦隊所在一覧表
隊 名 艦 艇 船 名 所 在
第一戦隊 二ー 立ゲぐ 韓国鎮海湾
敷 島 富 士 朝 日 春 日 日進龍田 加徳水道
第二戦隊 出雲吾妻常磐八雲磐手浅間千早 加徳水道
第二戦隊 笠置千歳音羽新高 2 4 6地点
第四戦隊 浪速高千穂明石射馬 加徳水道
第1i戦隊 厳島鎮遠松島橋立八重山 対馬尾崎湾
須磨 千代田 対馬尾崎湾
第六戦隊 秋津洲 2 7 0地点
和泉 2 0 5地点
扶桑 対馬神埼沖
高雄 対馬尾崎湾口
第七戦隊 筑紫鳥海 対馬尾崎湾
摩耶 対馬竹敷港
宇治 宇久島
亜米利加丸 鴻島南東方
佐渡丸 2 2 1地点
｛言襟丸 2 0 3地点
特務艦隊 満州丸 白瀬北西方
八幡丸 五島列島西
蘇南丸熊野丸 対鴨竹敷港
日光丸 佐世保港
盛中丸春日丸仮装砲艦隊 韓国鎮海湾
駆逐隊 第一第二 第三 第五 加徳水道
第四 対馬尾崎湾
第一 対馬沖付近
艇隊 第九第十四第十九 加徳水道
第十第十ー 第十第十五第二十 対馬尾崎湾
海軍軍令部編 『極秘明治三十七八年海餓史』第二部附表に甚づき
作表
：軍用海底ケーブル Military submarine cables 
ヽ ：無線通信経路 Wirel i ess communications 
Location 203 where Shinano Maru telegraphed "See 
the enemy. Location 203," and the Japanese squadrons. 
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図12:フィンランド湾とその周辺図
①サンクト・ペテルブルグ ②ク ロンシュタット
③ レーウェリ（現エストニアのタリン） ④ リバ
ウ（現ラトヴィアのリエパヤ） ⑤ゴグランド島
⑥ コトカ
旦
“̂ 91019 3負●＾ •nbNHA C " `  
濠
Gulf of Finland and its surrounding area 
①Petersburg ②Kronshtadt ③Reval (Tallinn in 
Estonia at the present time) ④Libau (Liepaja in 
Latvia at the present days) ⑤Gogland ⑤Kotka 
（出典： BpoKraya1闊pOH:3H且I1KJIOIIE八I1tIECKI1MCJIOBAPb, TOM llA, 1891.) 
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